
�

世

紀

臨

調

は

、

民

間

司

法

臨

調

を

発

展

的

に

改

組

し

、

「

司

法

改

革

国

民

会

議

」

（

Ｊ

Ｕ

Ｒ

Ｉ

Ｓ

）

を

立

ち

上

げ

た

（

２

０

０

２

年

４

月

�

日

）

。

■

�

本

の

法

律

案

成

立

　

１

９

９

９

年

７

月

に

設

置

さ

れ

た

司

法

制

度

改

革

審

議

会

は

２

０

０

１

年

６

月

、

内

閣

に

意

見

書

を

提

出

し

た

。

　

そ

の

後

の

�

年

余

を

振

り

返

り

、

審

議

会

会

長

を

務

め

た

京

都

大

学

名

誉

教

授

・

佐

藤

幸

治

は

、

＜

�

世

紀

臨

調

か

ら

派

生

し

た

「

民

間

司

法

臨

調

」

、

「

司

法

改

革

国

民

会

議

」

そ

し

て

、

「

『

国

民

の

司

法

』

を

育

て

る

３

０

０

人

委

員

会

」

が

司

法

改

革

に

陰

に

な

り

日

向

に

な

っ

て

か

か

わ

り

、

そ

の

展

開

を

支

え

た

役

割

の

大

き

さ

に

改

め

て

印

象

づ

け

ら

れ

る

＞

と

評

し

て

い

る

（

『

平

成

デ

モ

ク

ラ

シ

ー

』

第

６

章

、

一

部

略

）

。

　

内

閣

は

審

議

会

の

意

見

書

を

受

け

、

３

年

以

内

を

め

ど

に

関

連

法

案

の

成

立

を

め

ざ

す

旨

の

閣

議

決

定

を

行

い

、

�

年

�

月

に

首

相

を

本

部

長

と

す

る

司

法

制

度

改

革

推

進

本

部

を

設

置

。

�

年

３

月

に

は

司

法

制

度

改

革

推

進

計

画

を

閣

議

決

定

。

同

本

部

に

お

い

て

関

連

法

案

の

立

案

作

業

を

行

い

、

�

年

�

月

ま

で

に

�

本

の

法

律

案

を

成

立

さ

せ

た

。

�

年

に

法

科

大

学

院

が

開

校

し

、

�

年

５

月

に

は

裁

判

員

法

が

施

行

さ

れ

た

。

■

司

法

は

「

基

盤

的

な

イ

ン

フ

ラ

」

　

�

年

４

月

に

発

足

し

た

民

間

司

法

臨

調

の

会

長

に

は

、

社

会

経

済

生

産

性

本

部

会

長

・

亀

井

正

夫

が

就

任

。

東

京

大

学

教

授

・

伊

藤

眞

、

東

京

大

学

教

授

・

佐

々

木

毅

、

慶

應

義

塾

大

学

教

授

・

島

田

晴

雄

の

３

人

が

主

査

を

務

め

、

趣

意

書

で

は

「

�

世

紀

の

日

本

の

国

益

と

国

民

生

活

を

構

想

す

る

上

で

、

司

法

は

も

っ

と

も

重

要

か

つ

基

盤

的

な

イ

ン

フ

ラ

で

あ

る

」

と

断

言

し

た

。

　

民

間

司

法

臨

調

は

�

年

９

月

�

日

、

第

１

次

提

言

「

責

任

あ

る

司

法

制

度

改

革

の

手

順

と

道

筋

」

を

公

表

。

ま

た

、

与

野

党

の

国

会

議

員

に

働

き

か

け

、

�

月

�

日

、

超

党

派

に

よ

る

司

法

改

革

推

進

議

員

懇

談

会

を

発

足

さ

せ

た

。

懇

談

会

の

会

長

に

は

保

岡

興

治

が

就

任

。

与

野

党

か

ら

�

人

の

国

会

議

員

が

活

動

に

参

加

し

た

。

　

同

臨

調

は

�

年

５

月

４

日

、

「

審

議

会

最

終

意

見

に

む

け

て

各

界

が

問

い

直

す

べ

き

事

項

」

を

公

表

。

意

見

書

を

受

け

取

る

政

府

に

対

し

責

任

あ

る

実

行

体

制

の

構

築

を

求

め

た

。

■

「

血

の

通

う

司

法

」

の

実

現

を

　

�

世

紀

臨

調

は

�

年

４

月

�

日

、

民

間

司

法

臨

調

を

発

展

的

に

改

組

し

、

司

法

制

度

改

革

推

進

本

部

の

立

法

活

動

を

支

援

す

る

目

的

で

「

司

法

改

革

国

民

会

議

」

（

Ｊ

Ｕ

Ｒ

Ｉ

Ｓ

）

を

立

ち

上

げ

た

。

会

長

に

は

電

通

総

研

研

究

所

長

・

福

川

伸

次

、

事

務

局

長

に

は

早

稲

田

大

学

教

授

・

須

網

隆

夫

が

就

任

。

Ｊ

Ｕ

Ｒ

Ｉ

Ｓ

は

�

月

�

日

、

運

営

委

員

会

名

で

「

『

血

の

通

う

司

法

』

を

実

現

す

る

た

め

の

第

１

回

提

言

～

司

法

の

体

質

を

変

え

る

構

造

改

革

を

～

」

を

公

表

し

た

。

　

提

言

で

は

、

首

相

・

小

泉

純

一

郎

の

「

裁

判

の

結

果

が

出

る

ま

で

の

期

間

は

２

年

以

内

に

」

と

い

う

発

言

を

支

持

。

こ

れ

を

突

破

口

に

裁

判

の

仕

組

み

の

改

革

に

つ

な

げ

る

べ

き

だ

と

し

て

▽

裁

判

迅

速

化

法

の

制

定

▽

民

事

裁

判

に

お

け

る

計

画

審

理

の

確

立

▽

刑

事

裁

判

に

お

け

る

精

密

司

法

か

ら

の

脱

却

▽

判

決

書

の

抜

本

的

簡

素

化

▽

弁

護

士

任

官

の

推

進

―

―

な

ど

を

求

め

た

。

　

取

り

沙

汰

さ

れ

て

い

た

「

裁

判

官

３

人

、

裁

判

員

２

人

」

で

は

審

議

会

意

見

書

の

趣

旨

に

反

す

る

と

し

て

、

「

裁

判

官

１

人

、

裁

判

員

�

人

」

の

裁

判

員

制

度

の

実

現

を

求

め

た

。

さ

ら

に

、

法

科

大

学

院

を

中

核

と

す

る

法

曹

養

成

を

早

急

に

軌

道

に

乗

せ

る

必

要

が

あ

る

と

し

て

、

司

法

試

験

合

格

者

は

年

間

３

０

０

０

人

以

上

を

め

ざ

す

こ

と

も

求

め

た

。

提

言

は

同

日

、

首

相

に

手

渡

さ

れ

た

。

■

不

可

分

の

関

係

　

そ

の

後

、

改

革

を

支

え

る

活

動

の

場

は

、

�

年

６

月

�

日

に

発

足

し

た

「

『

国

民

の

司

法

』

を

育

て

る

３

０

０

人

委

員

会

」

へ

と

引

き

継

が

れ

た

。

同

委

員

会

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

立

場

の

人

々

を

つ

な

ぐ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

組

織

と

し

て

司

法

制

度

改

革

の

行

方

を

見

守

り

続

け

た

。

　

�

世

紀

臨

調

が

司

法

制

度

改

革

に

こ

だ

わ

り

続

け

て

き

た

の

は

、

同

改

革

が

統

治

構

造

改

革

の

到

達

点

に

位

置

し

、

�

世

紀

臨

調

が

進

め

て

き

た

諸

々

の

政

治

改

革

と

は

表

裏

一

体

、

不

可

分

の

関

係

に

あ

る

と

の

認

識

に

よ

る

も

の

で

あ

っ

た

。

　

裁

判

員

制

度

と

小

選

挙

区

制

と

は

、

国

民

に

統

治

主

体

と

し

て

の

意

識

改

革

を

促

す

意

味

に

お

い

て

同

じ

政

治

改

革

の

文

脈

の

中

に

あ

っ

た

。

ま

た

、

政

治

主

導

体

制

の

確

立

は

政

治

・

行

政

に

対

す

る

司

法

の

チ

ェ

ッ

ク

機

能

の

充

実

・

強

化

を

予

定

す

る

も

の

で

あ

り

、

法

曹

の

飛

躍

的

拡

大

は

、

政

府

・

政

党

や

社

会

の

さ

ま

ざ

ま

な

分

野

で

活

躍

す

る

法

曹

を

育

て

、

供

給

す

る

こ

と

を

意

味

し

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

平

成

デ

モ

ク

ラ

シ

ー

』

（

講

談

社

、

２

０

１

３

年

）


